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ゆるやかな右ドッグレッグ。 右のコ ーナ ーが狙い目 。 大きく曲
げなければベスト・ ル ート。 左はワンベナのホールだけに 、

距離を欲張るより正確性が第一

。 グリ ーンは奥から早い転が
リ． できればピンの左から攻めるのが正解．

やや打ち上げのホール． 見た目よリも距譴がある。 大きめ
のクラプでティ・ ショットするのが攻略のコッ ． グリ ーンは受
けているので、 ピンの両サイドからのバットは要注意． 下り
のバットはそっと、 下からはしっかり打つこと 。

まっすぐ伸びたミドルホール•第二打以降の距離感がカギ ．

表示の距譴より少し小さめに打つ。 ベント・ グリ ーンとコウラ
イ・ グリ ーンの中間方向をターゲットにして手前から攻めれば
結果的に無理なくバ ーを取っていける．
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グリ ーンに向かって上•J ． その分、 セカンド・ ショットでは大
きめのクラプを選択する 。

ベント・ グリ ーンとコ ーライ・ グリ ーンの中間方向が狙い目 ．

グリ ーンは平らに見えるが奥から手前に下がっていることを
前授にバットする 。
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ワン ・ オンう11いが原則だが、 自信が揺らいでいる場合は、

花道から攻めるとバ ーは瞑りやすい。

グリ ーン奥で上がっているので、 ピンの衷側や左右からの
バットは難しい。

アブロ ーチでピンの手前下をう11った方がバットは楽だ．
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超ロング ・ ヒッター以外は常にフェアウェーのセン
ターう11い。 第三打は打ち上げ． 距離感を大きめ
にして打っていく方がピンに寄る確率は高い。
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フェアウエーの両サイドがOB•第一打は距離よりも正確
性。 アイアン、 スブーンなど祖困使してフェアウエーをとらえ
ることが急務． 第二打は見た目よりも距離があるので、 1番
手クラプを大きめに選択した方が結果はいい。

右クロス ・ バンカーの左側がう11い目。 第一打のラン次第で
は2オンも可能。 グリ ーン右手前の池がミスを誘う． グリ ーン
周辺l;tパンカーでガ ードされているので強-:1な攻めは禁
物．グリ ーン上のラインは見た目ほど曲がらない．

220Y 

妙な錯覚にとらわれスタンスをフェアウエーの右にとりや
すい。左のクロスパンカーを狙う位の問隔でちょうどフェア
ウエ ーのセンタ ーをキ ーブできる．グリ ーン上は想像以上
に曲がる部分があるので、 設みが重要になる．
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第1打は左の山裾狙い。第2
打では右0)絹斜面にポール
を落としやすいので、 フェア
ウェー左側を狙う．
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グリ ーンは受けているので、 第3打ではピンの下側にポール
を落としたい。 距離が近く見えるため意外にショ ートしやす
い。
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右斜め前方の立木が狙い目。 フェアウェーは左1こ純斜してい
るので右から攻める．

第2打の打ち上げでは、 相当距譴感を大きく取らないと、 グ
リ ーンにポールは乗らない．

左右のグリーンの中間う11いの方がバ ーは取リやすい。
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左右のグリ-ン(J)中問匂llってティ・ ショットする(J)が定石0

特に左のコ ーライを攻める場合は、 直接ピン匂恥てい<(J)は
ケガ(J)もと゜
グリ ーンの上のラインはコ ーライ(J)方が複雑0 見た目以上に
曲がる部分があるので要注意。
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ガイド・ ポールの左開にティ・ ショットできnIば、 ランが出て
2オンの可能性大． ガイド・ ポールの右に打つと第2打で右
の山裾が障害になる． 残リ70ヤード近辺は平ら。 グリ ーン
に近づき過ぎない方が第3打は打ちやすい．
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フェアウエーの左めから攻める•第2打は打ち上げ。 大きめ
のクラプ選択が必要。 左右のグリ ーンの中間狙い ぷ ちのベ
ント・ グリ ーンは右がOB 。 う11い過ぎはケガのもと ・ グリ ーン
奥からは早い転がリなので、 奥に乗せないこと。
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左は禁物。 グリ ーンを外すとリカ1\1) ーがやっかい。 左右
のグリ ーンの中間包11.3.無理にワンオン匂II.うと、 意外
にスコアがまとまらない ． カラー付近からバターで転がす
戦法を顆に入れてティ・ ショットすると結果はいい ．
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距離のたっぶりあるミドル・ ホール。第2打で上下2段に
なったフェアウェーの左側にポールを宅とし、 3打めのアブ
ロ ーチ・ ショットでバ ーを取�J1こいく ． 無理な2オ｀:Allいは禁
物。 グリ ーン上は奥から手前にかけて速い ．

第1打はフェアウエーの右サイに第2打は打ち上げ． ショ ー

トしやすいので、 しっかりとポールを打っていく。
左右のグリ ーンとも受けていて奥から速い．できればピンの
下側にポールを乗せて攻めた方が、 バットは楽になる。

ティ・ グランドに立つと左の山裾に向けてスタンスをとる錯
覚に陥るので方向芍遵かめることが大事。 第2打はグリ ー

ンの花道に目楼を定め、 手前から攻める． 小さめのグリ ー

ン。 バターンでのアブロ ーチが効果的なことが多い。
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